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1 △「演習」科目の廃止
○ 重複がなくなり教えやすくはなる
← 同じことを別の先生が2回教えるメリット
はあるが
× 非常勤講師を見つけるのが難しくなる
演習なら、という先生はいる
△ 「演習」は複数コマ開講し、少人数クラスに
している大学は負担が増える
← 「情報サービス提供論」と「主題分析論」
だけ複数開講にすれば済む?
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2 ○「児童/高齢者/障害者/多文
化・多言語サービス論」の選択

•「障害者サービス論」「多文化・多言語サービス
論」は教えてて楽しそう

•「児童サービス論」は非常勤を見つけにくい
• 学生が採用の際「児童サービス論」を受けてい
なければ不利益を受けないか?

• (“乙群が今の選択科目で、丙群がこの選択”は、
乙と丙が逆では?)
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3 全体の方針に対して
△ 履修順序は決めない。「概論」→「論」も
「望ましいが、必須とはしない」
○ 全体の単位数は変えない
○ 短大での養成は継続
○ 司書講習は「議論を期待したい」
△ 「大学卒業の学歴を有しない者が司書資格を
取得するための貴重な機会」のため「司書補講
習を存続」
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△ (明確には書かれていないが、) 法律は変わ
らないので、公共図書館の資格という位置づけ
は変えない
← 事情はとても分かるが、様々な館種を超え
た総合的な資格が理想
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4 各科目に関して
4.1 図書館概論
△ 「ステークホルダー」が“類縁機関、関係団
体、ボランティア等”?

← 英語の文献では、政治家とか基金とか、図
書館に興味がない人の印象が強い
△ 学生が「司書が関わる学問を確認する」ため
「図書館情報学等について取り上げ」るメリッ
トと実現可能性
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4.2 図書館情報技術論
△ 「簡易なプログラミングの演習を通じてコン
ピュータ・アルゴリズムを実感することが、図
書館業務システム等の理解につながると考えら
れる」?

← “プログラミング→アルゴリズム”も
“アルゴリズム→ 業務システム等の理解”も
最大3回では教えきれない(と思う)

← だったら、“データベース・サーチエンジン
の基礎”の“データベース”を外してほしい
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← アルゴリズムは小学校からやってくること
になっているので、何を習ってきたか押さえて
おいてほしい
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△ 「例は参考であり、すべてを行わなければい
けないという意味ではない」が、「図書館業務
システムの実際(要求仕様書作成、システム導
入・評価など)」の演習をどう行うか
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4.3 特論科目関連
× 「図書館基礎特論、図書館サービス特論、図
書館情報資源特論について、教授内容の例を記
述(p.93)」だが、図書館情報資源特論は「ねら
いのみを示して、詳細な項目は示さない
(p.97)」と矛盾
← 「あくまで例であり、この中から選ぶ必要
性はないことも強調」ならあまり意味はないが
← 決めるために議論すれば委員は成長する

9



△ 「図書館実習」は「公立図書館において30～
45時間行う場合にのみ」で、それ以外は「図書
館総合演習の名称を用いる」
← 基本的に賛成だが、

• 図書館実習の質を担保するメリット
• すでに図書館総合演習がある大学はどうす
るか
を議論してほしい
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× 「短期大学においても大学と同じ単位数とす
る(p.90)」とあるが、(矛盾はともかく)

図書館情報資源特論だけ、「短大1単位、大学2

単位(p.97)」なのは、四大と短大との間に実は
差があることになる
← であれば、四大と短大との資格を別にする
のが筋
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5 そもそもの前提に関して
5.1 演習に2倍の時間を取っている大学

はどのくらいある?

•「「情報資源組織演習」は2単位であるが，実際
には60時間で実施している大学がほとんど
(p.95)」
← 相愛は30時間でやってる
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5.2 司書教諭科目の司書科目での読み
替えはそんなやってない?

• 現状、以下が行われているとされていて
1.「読書と豊かな人間性」←「児童サービス論」
2.「学校図書館メディアの構成」←「図書館情
報資源概論」+「情報資源組織論」

• 私の出身大学は2.はやっていたが
• 学校司書のモデルカリキュラム開設大学はほぼ
ちゃんと開講している?
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• モデルカリキュラムも「情報資源組織論+情報
資源組織演習 → 書誌記述論+主題分析論
(p.96)」?

← 私なら、「書誌記述論」を外すか、新「学校
図書館メディアの構成(2単位)」でいいかと
思ってしまう
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6 最初から学校司書のモデルカ
リキュラムに対応してほしい

•「情報サービス構築論」に“1)学校図書館にお
ける情報サービスの意義”、
「情報サービス提供論」に“5)児童生徒及び教
職員からの相談・質問への対応” “6)情報サー
ビスの提供による探究的な学習の支援”

を入れておいてほしい
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